
6. 「笑顔のまちづくり」プログラム6. 「笑顔のまちづくり」プログラム6. 「笑顔のまちづくり」プログラム

7. 総合計画の進行管理7. 総合計画の進行管理7. 総合計画の進行管理

　将来都市像「人が集い　笑顔広がる　幸せ

実感都市　まつやま」には、「笑顔」が集ま

り、そして広がっていく中で、多くの「笑顔」

に囲まれながら、子どもからお年寄りまで、

全ての人が幸せを感じることができる都市

を目指すという想いを込めています。

　そこで、この将来都市像の実現を先導す

るものとして、「笑顔のまちづくり」プログ

ラムを設定し、市民に幸せや誇り、愛着を感

じてもらうとともに、市外の人からも「行っ

てみたい」「住みたい」と思われる魅力あふ

れる松山市をつくるため、分野横断的な取

り組みを進めます。

　「笑顔のまちづくり」プログラムは、複数

の「重点プロジェクト」で構成することと

し、その内容については、基本計画に位置付

け、実施計画において進行管理を行います。

　総合計画の推進にあたっては、施策ごとに目標を掲げ、その達成状況を確認・評価すること

により、適切な進行管理を行います。
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2. 「笑顔のまちづくり」プログラム 1. 総論

　この基本計画は、基本構想に掲げる将来都市像

の実現に向けて、本市の現状や課題を把握するとともに、具体的な方向性を示す基本指針と

して策定するものです。

1. 総論 2. 「笑顔のまちづくり」プログラム 

● 計画策定の趣旨

将 来 都 市 像

人が集い 笑顔 広がる
　幸せ実感都市 まつやま
人が集い 笑顔 広がる
　幸せ実感都市 まつやま

人が集い 笑顔 広がる 幸せ実感都市 まつやま人が集い 笑顔 広がる 幸せ実感都市 まつやま

　この基本計画の計画期間は、平成25（2013）年度から平成29（2017）年度の5年とします。

なお、社会経済状況の変化などを踏まえ、必要に応じて見直します。

● 計画の期間

　「笑顔のまちづくり」プログラムは、『集まる』 『育む』 『守る』の3つの個別プログラムの集合

体であり、それぞれが3つの「重点プロジェクト」で構成されています。

　「重点プロジェクト」には、先導的な役割を果たす取り組みを位置付けており、これらを横断

的に推進し、効果的に連携させることで、将来都市像の実現を目指します。

● 「笑顔のまちづくり」プログラムの構成

（1）「笑顔のまちづくり」プログラム
　「笑顔のまちづくり」プログラムは、将来都市像の実現を先導するものとして、住民に幸せ

や誇り、愛着を感じてもらうとともに、市外の人からも「行ってみたい」「住みたい」と思われ

る魅力あふれる松山市をつくるため、重点的かつ戦略的な取り組みを進めるものです。

（2）まちづくりの基本目標
　6つの「まちづくりの基本目標」の具体的な施策とその関係を体系的に示し、本市の現状と

課題や施策のめざす姿、主な取り組みなどを明らかにするものです。

● 計画の構成
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